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■苗や種の配布

そうじゃ「地・食べ」委員会
の生産者部会と栽培契約を交わ
した生産者グループには、農業
公社きびの里から、栽培に必要
な苗や種が提供される。

〔目標値〕
学校給食での

市内産の食材使用率
［重量ベース］

「地・食べ」とは、地元の産品を作りみんなで食べよ
うの意味を込めた、総社の地産地消の取り組みの愛称

■収穫

農業公社きびの里と確認して
いた時期に必要な量を収穫しま
す。

■集荷と買い付け

農業公社きびの里は、生産者
グループが収穫した野菜を集め
て回り、代金を支払う手続きを
します。

■学校給食へ

農業公社きびの里は、集荷し
た野菜を市内２か所の学校給食
共同調理場へ届けます。同公社
には、学校給食側から代金が支
払われます。

市内の農業者で作る生産者グループ
と栽培契約を交わし、学校給食用の野
菜を作っていただき、市内産の食材使
用率を引き上げていきます。

総社の地産地消を推進する戦
略会議「そうじゃ「地

ち

・食
た

べ」委
員会」の第２回会合が４月１５日、
総合福祉センターで開かれ、学
校給食に市内産の野菜を供給す
るための組織づくりや作付け計
画などを協議し、その第一歩を
踏み出しました。
学校給食での市内産の農産物
使用率を、重量ベースで現在の
１７％から３５％にすることを目
標に据え、協議。統一した品種
で学校給食へ供給することを基
本に考え、生産の取りまとめ役
のリーダーを中心にした生産者
グループの組織化による契約農
家制度の導入を決めました。ま
た、専門部会として委員９人に
よる生産者部会の設置も決定し
ました。
契約農家制度は、生産者部会
が生産者グループと栽培と買い
取りの契約を結び、供給する量

や時期を双方で確認しながら、
学校給食用の食材を生産するも
のです。生産者グループは総社
市農業公社きびの里から提供さ
れた種や苗から栽培。同公社が
収穫した農産物の集荷と買い取
りを行い、学校給食の食材とし
て供給するシステムです。
生産者グループとは、営農組
合とかではなく、同一の作物を
共同で栽培する農業者や同じ地
域の農家の任意の集まりです。
学校給食での使用率１７％は、
ニンジンやタマネギ、きびみど
りなど１５品目で、年間約２５㌧
によるものです（米は年間使用
量の１００％が市内産の特別栽培
米）。生産者部会の初会合が４
月２１日、総合福祉センターで
開かれ、これにキュウリや菜類

などの作物を加えていこうと、
生産や出荷のあり方を協議しま
した。
買い付け側の農業公社はこの
システムのモデル的栽培として、
学校給食側からリクエストのあ
ったカラーピーマンや枝豆を植
え付けています。生産者部会の
構成員でもある農業後継者クラ
ブでは、会員がキュウリ（表紙
の写真）の栽培を始めました。
問い合わせ 農林課農林係

（1９２－８２７１）

農業公社き
びの里の畑で
ピーマンを
植え付けて
いる新規就
農を目指す
下村直史さん
（門田）

■栽培

生産者グループは、農業公社
きびの里と収穫量や収穫時期を
確認しながら、決められた一定
の手順に基づき、栽培日誌を付
け栽培します。


